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(57)【要約】
【課題】当該装置のみならず、投影準備状態から投影可
能な状態に合わせて外部接続される機器も含めた総合的
な取扱いを簡略化する。
【解決手段】外部機器を接続し、該外部機器が出力する
画像信号を入力すると共に、該外部機器との間で各種制
御情報を入出力するＨＤＭＩ－Ｉ／Ｆ31及びＨＤＭＩコ
ネクタ部34と、入力される画像信号に対応した光像を形
成し、形成した光像を投影対象に向けて投影する投影系
13～26と、外部機器から画像信号の入力開始を予告する
制御情報を入力した時点で投影系13～26が投影可能な状
態であるか否かを判断し、投影可能な状態ではないと判
断した場合、投影系13～26が投影可能な状態となるまで
待機させ、投影可能な状態となった時点で外部機器に対
して画像信号の出力を要求する制御情報をＨＤＭＩ－Ｉ
／Ｆ31及びＨＤＭＩコネクタ部34を介して出力させる制
御系27～29とを備える。
【選択図】　　　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像信号を出力する外部機器を接続し、該外部機器が出力する画像信号を入力すると共
に、該外部機器との間で各種制御情報を入出力する接続手段と、
　上記接続手段を介して上記外部接続機器から入力される画像信号に対応した光像を形成
し、形成した光像を投影対象に向けて投影する投影手段と、
　上記接続手段を介して上記外部機器から画像信号の入力開始を予告する制御情報を入力
した時点で、上記投影手段が投影可能な状態であるか否かを判断する判断手段と、
　上記判断手段で上記投影手段が投影可能な状態ではないと判断した場合、上記投影手段
が投影可能な状態となるまで待機し、投影可能な状態となった時点で上記外部機器に対し
て画像信号の出力を要求する制御情報を上記接続手段を介して出力させる投影制御手段と
を具備したことを特徴とする投影装置。
【請求項２】
　上記投影制御手段は、上記投影手段が投影可能な状態となるまで待機している間、投影
可能となるまでの経過を示す画像を上記投影手段により投影させることを特徴とする請求
項１記載の投影装置。
【請求項３】
　上記投影制御手段は、上記判断手段で上記投影手段が投影可能な状態ではないと判断し
た場合、上記投影手段が投影可能な状態となるまでの間、上記外部機器に対して、投影可
能となるまでの経過を示す情報を含めた、画像信号の出力の延期を要求する制御情報を継
続して出力することを特徴とする請求項１記載の投影装置。
【請求項４】
　画像信号を出力する外部機器を接続し、該外部機器が出力する画像信号を入力する接続
部と、上記接続部を介して上記外部接続機器から入力される画像信号に対応した光像を形
成し、形成した光像を投影対象に向けて投影する投影部とを備える投影装置での投影方法
であって、
　上記接続部により該外部機器との間で各種制御情報を入出力する接続制御工程と、
　上記接続部を介して上記接続制御工程により上記外部機器から画像信号の入力開始を予
告する制御情報を入力した時点で、上記投影手段が投影可能な状態であるか否かを判断す
る判断工程と、
　上記判断工程で上記投影手段が投影可能な状態ではないと判断した場合、上記投影部が
投影可能な状態となるまで待機し、投影可能な状態となった時点で上記接続制御工程によ
り上記外部機器に対して画像信号の出力を要求する制御情報を上記接続手段を介して出力
させる投影制御工程と
を有したことを特徴とする投影方法。
【請求項５】
　画像信号を出力する外部機器を接続し、該外部機器が出力する画像信号を入力する接続
部と、上記接続部を介して上記外部接続機器から入力される画像信号に対応した光像を形
成し、形成した光像を投影対象に向けて投影する投影部とを備える投影装置が内蔵するコ
ンピュータが実行するプログラムであって、
　上記接続部により該外部機器との間で各種制御情報を入出力する接続制御ステップと、
　上記接続手段を介して上記接続制御ステップにより上記外部機器から画像信号の入力開
始を予告する制御情報を入力した時点で、上記投影手段が投影可能な状態であるか否かを
判断する判断ステップと、
　上記判断ステップで上記投影手段が投影可能な状態ではないと判断した場合、上記投影
部が投影可能な状態となるまで待機し、投影可能な状態となった時点で上記接続制御ステ
ップにより上記外部機器に対して画像信号の出力を要求する制御情報を上記接続手段を介
して出力させる投影制御ステップと
をコンピュータに実行させることを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば外部機器から送られてくる画像信号に応じた投影動作を行なうデータ
プロジェクタ装置等に好適な投影装置、投影方法及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　高圧水銀灯などを光源のランプとして用いるプロジェクタ装置では、電源を投入してか
ら一定時間が経過し、ランプの温度がある一定の値まで上昇してからでないと、安定した
発光輝度での投影動作が実行できない。この点はまた、投影動作から一時的に動作を停止
するスタンバイ状態でも同様であり、ランプ内部の水銀の気化状態により、スタンバイ状
態から再度通常の投影動作への復帰を指示しても、元の安定した発光輝度に復帰して安定
した発光輝度となるまでに通常、数十秒程度の時間を必要とする。
【０００３】
　このように、動作を指示してから実際にその動作が可能となるまでに短くない時間を必
要とする機器にあっては、ユーザに無用の不安感等を抱かせることになる。
【０００４】
　また、プロジェクタ装置で、天板に透明部を設けたリング状の操作キーを取付け、各透
明部に対応する箇所に発光部を配置し、電源ボタンがオンされるとプロジェクタ装置が輝
度完了となるまでの間は各発光部を時計回りに順次点灯させ、また電源ボタンがオフされ
るとプロジェクタ装置が動作停止できる状態になるまで各発光部を反時計回りに順次点灯
させ、各発光部の発光形態によりプロジェクタ装置の状態をユーザに伝えるようにした技
術が考えられている。（例えば、特許文献１）
【特許文献１】特開２００５－１９５９７０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記特許文献１に記載された技術も含めて、そのプロジェクタ装置単体で投影可能とな
るまでの待機状態をなんらかの出力手段で報知させることは比較的容易に実現できるもの
と考えられる。
【０００６】
　しかしながら、プロジェクタ装置は通常外部接続された他の機器から送られてくる画像
信号に対応した投影動作を行なうものであり、本来の投影動作ができない状態で他の機器
から画像信号が入力されると、外部機器側ではそのまま画像信号の出力が進行するため、
その後に投影が可能となった時点で、外部機器側で画像信号を適当な位置まで戻して再度
画像信号を出力させなければならないという不具合がある。
【０００７】
　本発明は上記のような実情に鑑みてなされたもので、その目的とするところは、当該装
置のみならず、投影準備状態から投影可能な状態に合わせて外部接続される機器も含めた
総合的な取扱いを簡略化することが可能な投影装置、投影方法及びプログラムを提供する
ことにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　請求項１記載の発明は、画像信号を出力する外部機器を接続し、該外部機器が出力する
画像信号を入力すると共に、該外部機器との間で各種制御情報を入出力する接続手段と、
　上記接続手段を介して上記外部接続機器から入力される画像信号に対応した光像を形成
し、形成した光像を投影対象に向けて投影する投影手段と、上記接続手段を介して上記外
部機器から画像信号の入力開始を予告する制御情報を入力した時点で、上記投影手段が投
影可能な状態であるか否かを判断する判断手段と、上記判断手段で上記投影手段が投影可
能な状態ではないと判断した場合、上記投影手段が投影可能な状態となるまで待機し、投
影可能な状態となった時点で上記外部機器に対して画像信号の出力を要求する制御情報を
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上記接続手段を介して出力させる投影制御手段とを具備したことを特徴とする。
【０００９】
　請求項２記載の発明は、上記請求項１記載の発明において、上記投影制御手段は、上記
投影手段が投影可能な状態となるまで待機している間、投影可能となるまでの経過を示す
画像を上記投影手段により投影させることを特徴とする。
【００１０】
　請求項３記載の発明は、上記請求項１記載の発明において、上記投影制御手段は、上記
判断手段で上記投影手段が投影可能な状態ではないと判断した場合、上記投影手段が投影
可能な状態となるまでの間、上記外部機器に対して、投影可能となるまでの経過を示す情
報を含めた、画像信号の出力の延期を要求する制御情報を継続して出力することを特徴と
する。
【００１１】
　請求項４記載の発明は、画像信号を出力する外部機器を接続し、該外部機器が出力する
画像信号を入力する接続部と、上記接続部を介して上記外部接続機器から入力される画像
信号に対応した光像を形成し、形成した光像を投影対象に向けて投影する投影部とを備え
る投影装置での投影方法であって、上記接続部により該外部機器との間で各種制御情報を
入出力する接続制御工程と、上記接続部を介して上記接続制御工程により上記外部機器か
ら画像信号の入力開始を予告する制御情報を入力した時点で、上記投影手段が投影可能な
状態であるか否かを判断する判断工程と、上記判断工程で上記投影手段が投影可能な状態
ではないと判断した場合、上記投影部が投影可能な状態となるまで待機し、投影可能な状
態となった時点で上記接続制御工程により上記外部機器に対して画像信号の出力を要求す
る制御情報を上記接続手段を介して出力させる投影制御工程とを有したことを特徴とする
。
【００１２】
　請求項５記載の発明は、画像信号を出力する外部機器を接続し、該外部機器が出力する
画像信号を入力する接続部と、上記接続部を介して上記外部接続機器から入力される画像
信号に対応した光像を形成し、形成した光像を投影対象に向けて投影する投影部とを備え
る投影装置が内蔵するコンピュータが実行するプログラムであって、上記接続部により該
外部機器との間で各種制御情報を入出力する接続制御ステップと、上記接続手段を介して
上記接続制御ステップにより上記外部機器から画像信号の入力開始を予告する制御情報を
入力した時点で、上記投影手段が投影可能な状態であるか否かを判断する判断ステップと
、上記判断ステップで上記投影手段が投影可能な状態ではないと判断した場合、上記投影
部が投影可能な状態となるまで待機し、投影可能な状態となった時点で上記接続制御ステ
ップにより上記外部機器に対して画像信号の出力を要求する制御情報を上記接続手段を介
して出力させる投影制御ステップとをコンピュータに実行させることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、当該装置のみならず、投影準備状態から投影可能な状態に合わせて外
部接続される機器も含めた総合的な取扱いを簡略化することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　（第１の実施形態）　
　以下本発明をＤＬＰ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｌｉｇｈｔ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ）（登録商
標）方式のデータプロジェクタ装置に適用した場合の第１の実施形態について図面を参照
して説明する。
【００１５】
　図１は、本実施形態に係るデータプロジェクタ装置１を用いた投影環境を例示するもの
である。同図では、投影装置であるデータプロジェクタ装置１に対し、外部機器として例
えばＤＶＤ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｖｅｒｓａｔｉｌｅ　Ｄｉｓｃ）プレーヤ２をＨＤＭＩ（
Ｈｉｇｈ－Ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）ケーブ
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ル３により接続する。
【００１６】
　上記ＤＶＤプレーヤ２に画像信号を記録したＤＶＤ４をセットし、このＤＶＤプレーヤ
２あるいは図示しないこのＤＶＤプレーヤ２専用のリモートコントローラの「ＰＬＡＹ」
ボタンを操作することにより、ＤＶＤ４に記録された画像信号が読出され、ＨＤＭＩケー
ブル３を介してデータプロジェクタ装置１へ送られる。
【００１７】
　データプロジェクタ装置１は、送られてきた画像信号に対応して光像を形成し、形成し
た光像を投影対象となるスクリーンＳＣＲに向けて投影する。
【００１８】
　続いて図２により上記データプロジェクタ装置１の概略機能構成を説明する。　
　同図で、１１は入力コネクタ部であり、例えばピンジャック（ＲＣＡ）タイプのビデオ
入力端子、及びＤ－ｓｕｂ１５タイプのＲＧＢ入力端子を備える。
【００１９】
　入力コネクタ部１１より入力される各種規格の画像信号は、入力インタフェース（Ｉ／
Ｆ）１２、システムバスＳＢを介し、スケーラとも称される画像変換部１３で投影に適し
た所定のフォーマットの画像信号に統一された後に、投影画像処理部１４へ送られる。
【００２０】
　この際、ＯＳＤ（Ｏｎ　Ｓｃｒｅｅｎ　Ｄｉｓｐｌａｙ）用の各種キャラクタやポイン
タ、さらには後述する時間情報に応じたフレーム画像等も必要に応じて画像信号に重畳加
工するべく投影画像処理部１４へ送られる。
【００２１】
　投影画像処理部１４は、送られてきた画像信号をビデオＲＡＭ１５に展開して記憶させ
た上で、このビデオＲＡＭ１５の記憶内容から投影に適したビデオ信号を生成する。投影
画像処理部１４は、このビデオ信号のフレームレート、例えば６０［フレーム／秒］と色
成分の分割数、及び表示階調数を乗算した、より高速な時分割駆動により、空間的光変調
素子（ＳＯＭ）であるマイクロミラー素子１６を表示駆動する。
【００２２】
　一方、リフレクタ１７内に配置された、例えば超高圧水銀灯を用いた光源ランプ１８が
高輝度の白色光を出射する。光源ランプ１８の出射した白色光は、マイクロミラー素子１
６での表示に同期して高速回転するカラーホイール１９を介して時分割で原色に着色され
、インテグレータ２０で輝度分布が均一な光束とされた後にミラー２１で全反射して上記
マイクロミラー素子１６に照射される。
【００２３】
　そして、マイクロミラー素子１６での反射光で光像が形成され、形成された光像が光学
レンズユニット２２を介して、投影対象となる上記スクリーンＳＣＲに投影される。
【００２４】
　光学レンズユニット２２は、マイクロミラー素子１６で形成された光像を拡大してスク
リーン等の対象に投影するものであり、合焦位置及びズーム位置（投影画角）を任意に可
変できるものとする。
【００２５】
　すなわち、光学レンズユニット２２中の図示しないフォーカスレンズ及びズームレンズ
は共に光軸方向に沿って前後に移動することで制御されるもので、それらレンズはステッ
ピングモータ（Ｍ）２３の回動駆動により移動する。
【００２６】
　また、上記光源ランプ１８の点灯駆動、上記カラーホイール１９用のモータ（Ｍ）２４
の回転駆動、及び上記ステッピングモータ２３の回動駆動をいずれも投影光処理部２５が
実行する。
【００２７】
　加えてこの投影光処理部２５は、リフレクタ１７に取付けられて光源ランプ１８の温度
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を検出する温度センサ２６からの温度データを入力する。
【００２８】
　上記各回路の動作すべてをＣＰＵ２７が制御する。このＣＰＵ２７は、ＤＲＡＭで構成
されたメインメモリ２８、動作プログラムや各種定型データ等を記憶した電気的書換可能
な不揮発性メモリでなるプログラムメモリ２９を用いてこのデータプロジェクタ装置１０
内の制御動作を実行する。
【００２９】
　上記ＣＰＵ２７は、操作部３０からの操作信号に応じて各種投影動作を実行する。この
操作部３０は、データプロジェクタ装置１の筐体本体に設けられたキー操作部と、このデ
ータプロジェクタ装置１専用の図示しないリモートコントローラからの赤外線変調信号を
受信する赤外線受信部とを含み、ユーザが直接または該リモートコントローラを介して操
作したキーに基づくキーコード信号をＣＰＵ２７へ直接出力する。
【００３０】
　上記ＣＰＵ２７はさらに、上記システムバスＳＢを介してＨＤＭＩインタフェース（Ｉ
／Ｆ）３１、画像記憶部３２、及び音声処理部３３と接続される。
【００３１】
　ＨＤＭＩインタフェース３１は、上記入力コネクタ部１１と併設されるＨＤＭＩコネク
タ部３４を介して外部接続される機器から送られてくる画像データの受信処理、及び同外
部機器との間でＨＤＭＩ－ＣＥＣ（Ｃｏｎｓｕｍｅｒ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ　Ｃｏｎ
ｔｒｏｌ）規格に則った制御データの送受信処理を行なう。
【００３２】
　画像記憶部３２は、ＣＰＵ２７の制御の下に上記入力コネクタ部１１またはＨＤＭＩコ
ネクタ部３４から入力した画像データを定数フレーム分記憶する。
【００３３】
　音声処理部３３は、ＰＣＭ音源等の音源回路を備え、投影動作時に与えられる音声デー
タをアナログ化し、スピーカ部３５を駆動して拡声放音させ、あるいは必要によりビープ
音等を発生させる。
【００３４】
　次に上記実施形態の動作について説明する。　
　図３は、上記図１で示した如くデータプロジェクタ装置１をＤＶＤプレーヤ２とＨＤＭ
Ｉケーブル３により接続した状態で実行する、ＨＤＭＩ－ＣＥＣ規格を利用した画像デー
タの処理に関する処理内容を示すものである。データプロジェクタ装置１側での制御は、
すべてＣＰＵ２７がプログラムメモリ２９に記憶された動作プログラムを読出してメイン
メモリ２８に展開しながら実行する。
【００３５】
　動作当初に、ＨＤＭＩソース装置として機能するＤＶＤプレーヤ２側で画像の再生を指
示する「ＰＬＡＹ」ボタンが操作されると（ステップＳ１０１）、まずＤＶＤプレーヤ２
からＨＤＭＩケーブル３中のＣＥＣラインを介して、ＨＤＭＩシンク装置として機能する
データプロジェクタ装置１に、「Ｉｍａｇｅ　Ｖｉｅｗ　Ｏｎ」信号が送出される。
【００３６】
　この信号を受けたデータプロジェクタ装置１では、その時点で光源ランプ１８の点灯を
停止しているスタンバイ状態か否かを判断する（ステップＲ１０１）。　
　ここでスタンバイ状態であると判断した場合、データプロジェクタ装置１では直ちにス
タンバイ状態を解除して投影光処理部２５により光源ランプ１８を点灯させる（ステップ
Ｒ１０２）。
【００３７】
　以後データプロジェクタ装置１では、例えば温度センサ２６で検出する光源ランプ１８
の温度により、光源ランプ１８が安定した輝度で発光可能な状態となったか否かを繰返し
判断することで（ステップＲ１０３）、光源ランプ１８が規定の明るさで発光するのを待
機する。
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【００３８】
　そして、光源ランプ１８が規定の明るさで発光するようになった時点で、上記ステップ
Ｒ１０３でそれを判断し、あらためて上記「Ｉｍａｇｅ　Ｖｉｅｗ　Ｏｎ」信号に応答す
る画像データの送信要求信号として「Ｒｅｑｕｅｓｔ　Ａｃｔｉｖｅ　Ｓｏｕｒｃｅ」信
号を、ＨＤＭＩケーブル３中のＣＥＣラインを介してＤＶＤプレーヤ２へ送出する。
【００３９】
　ＤＶＤプレーヤ２側では、上記「Ｉｍａｇｅ　Ｖｉｅｗ　Ｏｎ」信号の送信後、データ
プロジェクタ装置１からの応答があるのを待機しており、応答として上記「Ｒｅｑｕｅｓ
ｔ　Ａｃｔｉｖｅ　Ｓｏｕｒｃｅ」信号を受けることで、上記「ＰＬＡＹ」ボタンの操作
に対応した再生動作を開始する一方で（ステップＳ１０２）、以後画像データを順次出力
することを示す「Ａｃｔｉｖｅ　Ｓｏｕｒｃｅ」信号をデータプロジェクタ装置１へ送信
する。
【００４０】
　この後、ＤＶＤプレーヤ２は再生動作に伴う画像データをＨＤＭＩケーブル３を介して
データプロジェクタ装置１へ送出し続ける。
【００４１】
　データプロジェクタ装置１側では、上記「Ｒｅｑｕｅｓｔ　Ａｃｔｉｖｅ　Ｓｏｕｒｃ
ｅ」信号の送信後にＤＶＤプレーヤ２側から受信する「Ａｃｔｉｖｅ　Ｓｏｕｒｃｅ」信
号をトリガとして、以後、画素データのソースとしてＨＤＭＩコネクタ部３４からの画像
データを選択した上で、順次受信される画像データに基づいた光像をマイクロミラー素子
１６で形成し、レンズユニット２２よりスクリーンＳＣＲに向けて投影する動作に移行す
る（ステップＲ１０４）。
【００４２】
　なお、データプロジェクタ装置１側で上記ステップＲ１０１にて光源ランプ１８の点灯
を停止しているスタンバイ状態ではないと判断した場合には、既に光源ランプ１８を点灯
して充分な明るさでの投影が可能であり、即時投影動作を開始させるべく上記ステップＲ
１０２，Ｒ１０３の処理を省略して、ＤＶＤプレーヤ２側へ「Ａｃｔｉｖｅ　Ｓｏｕｒｃ
ｅ」信号を送信する。
【００４３】
　このように上記本実施形態によれば、ＨＤＭＩ－ＣＥＣ規格を利用し、データプロジェ
クタ装置１の光源ランプ１８のスタンバイ状態に対応してＤＶＤプレーヤ２の再生を指示
する「ＰＬＡＹ」ボタン操作後、確実に投影が可能であると判断したタイミングで投影動
作が開始されることになるため、データプロジェクタ装置１のみならず、投影準備状態か
ら投影可能な状態に合わせて外部接続されるＤＶＤプレーヤ２側の操作も含め、総合的に
取扱いを簡略化することが可能となる。
【００４４】
　なお、上記実施形態の動作では、データプロジェクタ装置１側での投影動作が可能とな
るまでの間、単にデータプロジェクタ装置１とＤＶＤプレーヤ２間で制御信号の送受を行
なうのみである場合について説明したが、その間、ＤＶＤプレーヤ２で「ＰＬＡＹ」ボタ
ンを操作してこのデータプロジェクタ装置１で投影動作を開始するのを待っているユーザ
にとっては、全く応答が得られないため、不安となるか、あるいは苛々すると思われる。
【００４５】
　そのため、光源ランプ１８がまだ充分な発光輝度となっておらず、画面全体が暗く、且
つ鮮鋭な投影画像が得られない状態ではあるが、あえて待機用に投影可能となるまでの経
過を示す画像を投影させるものとしてもよい。
【００４６】
　この場合、投影可能となるまでの時間は、例えば代表的な室温（例えば１５°Ｃ）での
全くの電源オフ状態から光源ランプ１８が所定の温度となって投影可能となるまでの参照
時間を予めプログラムメモリ２９に記憶しておき、温度センサ２６で検出する現在の光源
ランプ１８の温度から光源ランプ１８が投影可能となるまでの時間を算出することにより
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得られる。
【００４７】
　図４（Ａ）は、予め登録しておいたロゴ「ＡＢＣＤＥ．ｃｏｍ」と共に数値によるカウ
ントダウンを行なう画像をスクリーンＳＣＲに投影する場合を例示するものである。同図
（Ａ）では、投影される数値が順次小さくなることにより、投影開始となるまでのおおよ
その時間をユーザを含めてこの画像を見ているものが把握できるため、無用な不安等を招
くことなく、投影が開始されるのを待機することができる。
【００４８】
　図４（Ｂ）は、予め登録しておいたロゴ「ＡＢＣＤＥ．ｃｏｍ」と共に伸長するバーグ
ラフを用いた画像をスクリーンＳＣＲら投影する場合を例示するものである。同図（Ｂ）
でも、投影されるバーグラフが順次延びて画像中の枠一杯まで達することにより、投影開
始となるまでのおおよその時間をユーザを含めてこの画像を見ているものが把握できるた
め、無用な不安等を招くことなく、投影が開始されるのを待機することができる。
【００４９】
　このように、投影可能な状態となるまで待機している間、投影可能となるまでの経過を
示す画像を上記図４で示した如く投影させることにより、待ち時間の経過状況を視覚的に
表示するため、待機中の不安や苛々を抑制できる。
【００５０】
　（第２の実施形態）　
　以下本発明をＤＬＰ（登録商標）方式のデータプロジェクタ装置に適用した場合の第２
の実施形態について図面を参照して説明する。
【００５１】
　なお、本実施形態に係るデータプロジェクタ装置１′を用いた投影環境については上記
図１と、データプロジェクタ装置１′の概略機能構成については上記図２と基本的に同様
であるため、同一部分には同一符号を用いるものとして、その図示と説明とを省略する。
【００５２】
　次に上記実施形態の動作について説明する。　
　図５は、上記図１で示した如くデータプロジェクタ装置１′をＤＶＤプレーヤ２とＨＤ
ＭＩケーブル３により接続した状態で実行する、ＨＤＭＩ－ＣＥＣ規格を利用した画像デ
ータの処理に関する処理内容を示すものである。データプロジェクタ装置１′側での制御
は、すべてＣＰＵ２７がプログラムメモリ２９に記憶された動作プログラムを読出してメ
インメモリ２８に展開しながら実行する。
【００５３】
　動作当初に、ＨＤＭＩソース装置として機能するＤＶＤプレーヤ２側で画像の再生を指
示する「ＰＬＡＹ」ボタンが操作されると（ステップＳ２０１）、まずＤＶＤプレーヤ２
からＨＤＭＩケーブル３中のＣＥＣラインを介して、ＨＤＭＩシンク装置として機能する
データプロジェクタ装置１′に、「Ｉｍａｇｅ　Ｖｉｅｗ　Ｏｎ」信号が送出される。
【００５４】
　この信号を受けたデータプロジェクタ装置１′では、その時点で光源ランプ１８の点灯
を停止しているスタンバイ状態か否かを判断する（ステップＲ２０１）。　
　ここでスタンバイ状態であると判断した場合、データプロジェクタ装置１′では直ちに
スタンバイ状態を解除して投影光処理部２５により光源ランプ１８を点灯させる（ステッ
プＲ２０２）。
【００５５】
　以後データプロジェクタ装置１′では、例えば温度センサ２６で検出する光源ランプ１
８の温度により、光源ランプ１８が安定した輝度で発光可能な状態となったか否かを繰返
し判断することで（ステップＲ２０３）、光源ランプ１８が規定の明るさで発光するのを
待機する。
【００５６】
　合わせてデータプロジェクタ装置１′では、光源ランプ１８が規定の明るさで発光する
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までに要するおおよその時間情報を算出し、ＨＤＭＩケーブル３中のＣＥＣラインを介し
て、ＤＶＤプレーヤ２への延期を指示する「Ｖｅｎｄｏｒ　Ｃｏｍｍａｎｄ　Ｗｉｔｈ　
ＩＤ」信号中に算出した結果を含めて送出する。
【００５７】
　この場合、投影可能となるまでの時間は、例えば代表的な室温（例えば１５°Ｃ）での
全くの電源オフ状態から光源ランプ１８が所定の温度となって投影可能となるまでの参照
時間を予めプログラムメモリ２９に記憶しておき、温度センサ２６で検出する現在の光源
ランプ１８の温度から光源ランプ１８が投影可能となるまでの時間を算出することにより
得られる。
【００５８】
　これを受けたＤＶＤプレーヤ２では、受けた「Ｖｅｎｄｏｒ　Ｃｏｍｍａｎｄ　Ｗｉｔ
ｈ　ＩＤ」信号中に含まれている時間情報に基づいて、例えば液晶表示パネルやＬＥＤ表
示、あるいは有機ＥＬパネル等の表示部により待ち時間の表示を行なう（ステップＳ２０
２）。
【００５９】
　このデータプロジェクタ装置１からＤＶＤプレーヤ２への時間情報の送信とそれに基づ
いたＤＶＤプレーヤ２での待ち時間の表示は継続的に実施され、結果としてＤＶＤプレー
ヤ２では待ち時間のカウントダウン表示を行なうこととなる。
【００６０】
　その後、光源ランプ１８が規定の明るさで発光するようになった時点で、上記ステップ
Ｒ２０３でそれを判断し、それまで送信し続けていた上記「Ｖｅｎｄｏｒ　Ｃｏｍｍａｎ
ｄ　Ｗｉｔｈ　ＩＤ」信号に代えて、あらためて上記「Ｉｍａｇｅ　Ｖｉｅｗ　Ｏｎ」信
号に応答する画像データの送信要求信号として「Ｒｅｑｕｅｓｔ　Ａｃｔｉｖｅ　Ｓｏｕ
ｒｃｅ」信号を、ＨＤＭＩケーブル３中のＣＥＣラインを介してＤＶＤプレーヤ２へ送出
する。
【００６１】
　ＤＶＤプレーヤ２側では、上記「Ｖｅｎｄｏｒ　Ｃｏｍｍａｎｄ　Ｗｉｔｈ　ＩＤ」信
号に代えてデータプロジェクタ装置１′から「Ｒｅｑｕｅｓｔ　Ａｃｔｉｖｅ　Ｓｏｕｒ
ｃｅ」信号を受けることで、上記「ＰＬＡＹ」ボタンの操作に対応した再生動作を開始す
る一方で（ステップＳ２０３）、以後画像データを順次出力することを示す「Ａｃｔｉｖ
ｅ　Ｓｏｕｒｃｅ」信号をデータプロジェクタ装置１′へ送信する。
【００６２】
　この後、ＤＶＤプレーヤ２は再生動作に伴う画像データをＨＤＭＩケーブル３を介して
データプロジェクタ装置１′へ送出し続ける。
【００６３】
　データプロジェクタ装置１′側では、上記「Ｒｅｑｕｅｓｔ　Ａｃｔｉｖｅ　Ｓｏｕｒ
ｃｅ」信号の送信後にＤＶＤプレーヤ２側から受信する「Ａｃｔｉｖｅ　Ｓｏｕｒｃｅ」
信号をトリガとして、以後、画素データのソースとしてＨＤＭＩコネクタ部３４からの画
像データを選択した上で、順次受信される画像データに基づいた光像をマイクロミラー素
子１６で形成し、レンズユニット２２よりスクリーンＳＣＲに向けて投影する動作に移行
する（ステップＲ２０４）。
【００６４】
　なお、データプロジェクタ装置１′側で上記ステップＲ２０１にて光源ランプ１８の点
灯を停止しているスタンバイ状態ではないと判断した場合には、既に光源ランプ１８を点
灯して充分な明るさでの投影が可能であり、即時投影動作を開始させるべく上記ステップ
Ｒ２０２，Ｒ２０３の処理を省略して、ＤＶＤプレーヤ２側へ「Ａｃｔｉｖｅ　Ｓｏｕｒ
ｃｅ」信号を送信する。
【００６５】
　このように上記本実施形態によれば、投影待機状態で充分に明瞭な投影を行なうことが
できないデータプロジェクタ装置１′に代えて、ＤＶＤプレーヤ２側で投影可能となるま
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での経過を示す表示を行なうことにより、待ち時間の経過状況を視覚的に表示するため、
待機中の不安や苛々を抑制できる。
【００６６】
　なお、上記第１及び第２の実施形態ではいずれも、データプロジェクタ装置１（１′）
をＤＶＤプレーヤ２と接続した場合について説明したが、本発明は画像信号をデータプロ
ジェクタ装置１に出力する再生装置としてＤＶＤプレーヤ２に限定するものではなく、各
種ビデオレコーダやムービーカメラを含むデジタルカメラ等であってもよい。
【００６７】
　また、上記第１及び第２の実施形態では、データプロジェクタ装置１（１′）とＤＶＤ
プレーヤ２とを接続する接続手段としてＨＤＭＩ規格に則り、ＣＥＣラインを制御線とし
て利用する場合について説明したが、本発明はこれに限るものでもなく、例えばＢｌｕｅ
ｔｏｏｔｈ（登録商標）やＩＥＥＥ８０２．１１ａ／ｂ／ｇに代表される無線ＬＡＮ技術
等を使用しても同様の機能を実現できる。
【００６８】
　さらに、本発明は投影装置としてＤＬＰ（登録商標）方式のデータプロジェクタ装置に
適用した場合について説明したが、本発明は光像を形成する素子等を限定するものではな
く、マイクロミラー素子１６に代えて透過型のカラー液晶パネルを用いる液晶プロジェク
タや、光源となるＲＧＢの各ＬＥＤ群が色成分に合わせて時分割で発光することにより、
モノクロの液晶パネルでカラーの光像を形成して投影するフィールド・シーケンシャル方
式のプロジェクタ装置など、その他の投影装置にも同様に適用可能となる。
【００６９】
　その他、本発明は上述した実施形態に限定されるものではなく、実施段階ではその要旨
を逸脱しない範囲で種々に変形することが可能である。また、上述した実施形態で実行さ
れる機能は可能な限り適宜組合わせて実施しても良い。上述した実施形態には種々の段階
が含まれており、開示される複数の構成要件により適宜の組合せにより種々の発明が抽出
され得る。例えば、実施形態に示される全構成要件からいくつかの構成要件が削除されて
も、効果が得られるのであれば、この構成要件が削除された構成が発明として抽出され得
る。
【図面の簡単な説明】
【００７０】
【図１】本発明の第１の実施形態に係るデータプロジェクタ装置を含む投影環境を例示す
る図。
【図２】同実施形態に係るデータプロジェクタ装置の機能回路構成を示すブロック図。
【図３】同実施形態に係る外部機器とデータプロジェクタ装置との間の投影動作時の処理
内容を示すシーケンス図。
【図４】同実施形態に係る投影待機状態で投影する待機経過状態を示す画像を例示する図
。
【図５】本発明の第２の実施形態に係る外部機器とデータプロジェクタ装置との間の投影
動作時の処理内容を示すシーケンス図。
【符号の説明】
【００７１】
　１，１′…データプロジェクタ装置、２…ＤＶＤプレーヤ、３…ＨＤＭＩケーブル、４
…ＤＶＤ、１１…入力コネクタ部、１２…入力インタフェース（Ｉ／Ｆ）、１３…画像変
換部、１４…投影画像処理部、１５…ビデオＲＡＭ、１６…マイクロミラー素子（ＳＯＭ
）、１７…リフレクタ、１８…光源ランプ、１９…カラーホイール、２０…インテグレー
タ、２１…ミラー、２２…光学レンズユニット、２３…ステッピングモータ（Ｍ）、２４
…モータ（Ｍ）、２５…投影光処理部、２６…温度センサ、２７…ＣＰＵ、２８…メイン
メモリ、２９…プログラムメモリ、３０…操作部、３１…ＨＤＭＩインタフェース（Ｉ／
Ｆ）、３２…画像記憶部、３３…音声処理部、３４…ＨＤＭＩコネクタ部、３５…スピー
カ部、ＳＢ…システムバス、ＳＣＲ…スクリーン。
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